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役
印
刷
細
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M
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防
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日山一川町

一
一
寸
引
い
い
制
限
一
川

一
所
孫
続
出
晴
山
川
…
制

判

定

2
L
z
g
b
お制

…
?
別
件
刈
寸
一

i
一
問

一

f
篠
山
糊

m
M
け
i
一
蹴

一
ま
湾
問
問
川
叩
山
山
総
月
一
関
本
町
m
v
v
ン
ぷ
ル
マ
も
あ
る

一
塁
東
問
仰
と
山
川
尉
博
一
欄
一
挙
利
川
、
泌

H

晶
、
近
年
協
同
川
辺
の
削
開

一
探
知
山
令
田
村
一
MM

絡
が
逃
み
、
工
場
、
人
繁
等
の

一
繋
族
連
日
持
一
行
一
川
汚
水
げ
か
淡
入
し
て
背
の
一
淘
影
を

…

4
!
慨
縦
一

2
一
川
見
る
こ
之
は
で
者
ま
せ
ん
。

一

一

山

川

ま

た

、

漁

議

も

、

後

閥

横

に

綴

一
;
:
:
州
州
ち
ご
く
一
郊
の
人
dm
緩
ん
で
い

主
主
主
主
白
鳥
山
州
る
の
が
現
状
で
す
。

黒
焦
一
?
?
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・
?
?
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陶
句
"
し

畑
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F
q
Z
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pis-長
初

予

れ

mm
の
都
内
泌
総
止
に
つ
い
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語
学
轟
轟
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鱒
醐

w
u
J
翻
怒
持
活
却
問
て
は
、
教
翁
、
特
特
派
予
防
‘
M

問

調
蟻
主
主
観

g
t…
判
明
判
南
町
、
向
開
高
関
駅
町
、
尚
弁
均
的
可

轍
離
島
臨

um説
明
仲
間
術
開
町
で
手
汽
沼
水
質
僚
会
対

翻
脇
陣
罷
瞳
留
咽
黒
字
主
主
伊
日

記宗一
t
F
t

・-t字
削
鍛
州
防
鵠
雲
没
後
問
料
し
、
こ
こ
一
一

五
色
悔
す
守
?
?
?
吹
?
?
守

-aNH

繍
欄
島
工
会
三
和
甲
山
川
年
童
数
を
州
腕
け
て
き
た
と
こ

溺
画
館
翻
掛
川
v
m
m
w
v
g
削
ろ
で
す
が
、
端
剛
警
本
事
業

宿
闘

M
F
漏
嶋
一
必
波
紋
w
M
F

な
ど
の
際
波
上
・
な
ど
か
ら
千
代

翻
聾
伊
-
京
是
輔
す
ま
?
通
認

鯖
溜
脚

C
m一…一一慢さ

uw
絞
潟
水
燃
に
入
っ
て
い
る
検
戸
市

!

:
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関
閣
議
篠
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芸
討
炉
総
波
山
市
、
柑
時
ケ
谷
町
の
一
一
士
山
一

1
2
5

調
書
軍
一

Z
-
z
-

一
吋
九
九
叫
ん
川
叫
弘
法
九
制
限
附
円
安
加
え
、
口
…
清
流
町
で
、
抽
階

ゐ
1
?
?
J
崎
高
ゐ

p
a
a
6
N

露
襲
た
隊
隊
沼
町
一
腕
閉
山
議
会
を
六
万
台
u
H
に
間
際
、
主

露
国
副
周
沼
?
な
お
掛
川
伽
え
に
一
三
前
五
駒
内
を
も
っ
て
挙
資

私
醒
晶
九
九
一
婦
問

1
2に

あ
た
る
こ
と
車
内
十
例
年
主
一
霊
祭
任
委
長
の
震
と
間
利
用
十
淡

J
輔

「

組

問

醐

思

議

酬

に

す

ま

し

た

。

主

言

語

会

は

宣

言

主

主

一

十

六

認

で

語

字

B
m識
を

…

控

訴

州

警

は

、

皇

室

長

加

に

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

と

な

っ

て

い

た

塁

手

管

理

委
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訓
祭
山
捻
詮
奴
怒
岨
鈴
訓
叩
総
抑
綴
制
綴
削
、
東
官
葛
何
帥
鯵
附
冊
溺
柿
咽
渓
鴻
凶
の
然
納
絞
蹴
最
委
官
酷
良
料
の
師
解
附
佳
翁
求
な
ら
び
に
後
縫
滋
し
ま
し
た
。
そ
の
総
燃
は

守
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・
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沼
紛
前
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れ

宅
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町
時
中
間
院
議
議
開
…
役
会
京
総
る
く
す
る
慈
滋
み
な
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
主
家
な
も
の
衡
か
ら
議
一
深
夜
会
一

世

i
m
一
は
お
銭
め
な
い
切
る
い
社
会
こ
ろ
が
、
そ
の
官
民
閥
、
犯
摺
砕
か
ら
嫌
い
綴
絞
殺
汲
放
す
る
一

…
…
川
一
を
実
副
唱
す
る
こ
と
な
念
一
級
し
の
嗣
譲
宅
と
い
わ
れ
る
館
近
代
と
と
で
ず
。
一
波
絡
を
犯
し
…

一
一
川
…
て
、
昭
和
二
十
六
和
?
に
殺
け
約
な
経
由
拙
暴
力
団
が
会
柏
崎
に
た
人
や
非
行
め
あ
る
人
を
泳
…

一

す

涌

潟

市

…

ら

れ

ま

し

た

o

す
べ
て
の
間
関
淡
q
て
お
り
ま
す
。

ξ
く
に
僻
守
る
ま
え
に
・
愛
情
を
も
一

一

i

A

?

阿
部
一
斑
叫
が
ね
然
の
枇
抑
止
と
葬
を
犯
青
少
年
に
よ
る
間
見
懇
で
祭
執
っ
て
援
し
、
総
様
、
緩
議
の
一

一

務

い

内

一

世

し

た

人

た

ち

妥

芝

つ

い

雲

翼

手

芸

し

ば

し

手

を

さ

し

の

芝

、

重

量

二

一

完

関

ず

お

…

て

理

解

安

制

球

め

良

な

弘

札

会

人

に

一

一

納

怒

湖

d
一

史

進

ん

で

そ

れ

ぞ

非

行

防

止

は

立

ち

号

ま

一

一

2

1
ぺ

否

吋

れ

の

双

務

に

お

こ

主

が

大

切

な

…

一

の

の

山

川

弘

一

間

…

い

て

カ

き

的

ん

わ

環

境

の

鍵

全

化

か

ら

こ

主

で

す

。
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…

躍

が

対

日

…

品

、

警

搬

の

な

徐

行

に

お

ち

一

…

T
会
う
川
一
い
間
切
る
い
社
会
な
き
ず
い
う
ば
毅
叫
渇
さ
れ
る
と
、
そ
主
に
い
っ
た
青
少
年
が
戎
榔
叫
に
立
…

…

r
は
よ
一
側
一
色
す
る
も
の
で
す
。
び
に
捻
ん
と
う
に
必
が
腕
附
く
も
絞
る
に
は
、
家
際
司
学
一

一

7

定

金

る

一

世

院

本

は

、

撃

の

め

ざ

ま

な

る

裂

い

が

し

ま

す
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し
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将

ゑ

M
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み
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少
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先
行
枇
防
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、
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会
議
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の
ぬ
全
化
を
M
凶
り
一

一

一

縦

一

水

準

の

向

上

に

よ

れ

ツ

緊

十

れ

犯

罪
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な

い

捕
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る

い

札

会

を

滋

い

愛

の

国

Tbs-し
捕
え
る
…

M

山
総
…
社
会
に
お
い
て
も
世
界
的
発
き
づ
く
た
め
に
後
も
大
切
な
と
と
が
必
要
で
す
。
叩

“

l
i
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-
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i
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し
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ム
議
員
の
ぎ
に
抽
選
会
の
聞
朝

附
問
主
し
て
、
ま
た
、
燥
の
計
綴

欄
附
際
問
、
公
害
総
転
員
、
各
中
開
附
吋

瞬
間
、
嶋
繊
税
拭
の
出
山
臨
時
の
も
と
に
会

識
が
行
な
わ
れ
、
擦
の
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
紙
切
を
き
い
た

わ
け
で
あ

p
ま
す
が
、
開
館
と
し

て
も
銀
本
的
な
対
策
の
制
朝
食
に

は
い
た
っ
て
な
く
、
罰
則
査
費
を

つ
け
て
も
ら
う
べ
く
闘
に
婆
望

中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

総
治
市
対
舟
波
紋
下
水
滋
耐
争
終

附
胤
日
付
に
つ
い
て
意
見
が
ま
と
ま

q

た
ら
終
日
炉
事
漆
士
山
休
と
な
っ

て
、
関
門
家
島
知
を
緩
行
し
て
い

き
た
い
の
で
数
一
%
で
十
分
傘

発
を
調
獲
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
と
と
明
、
為
っ
た
。

柚
階
級
品
協
同
休
後
紛
徽
T
に
伴
う

会
長
信
噛
描
出
似
を
行
な
っ
た
的
結
問
黙

殺
柑
悌
子
持
長
が
金
銭
に
w
持嚇織さ

れ
ま
し
た

轍
開
に
併
用
し
‘
水
質
保
全
対
策

的
一
縦
波
淡
な
や
4

築
後
ぷ
す
る
と

と
も
に
、
抜
本
的
問
対
策
山
別
立
の

た
め
の
調
査
を
専
念
に
災
綴
寄

れ
る
よ
う
燦
他
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

芳
三
回
臨
時
議
会
に
て

農
業
串
選
挙
各
委
員
推
薦

説
金
は
振
替
枯
れ
税
を

ご
和
用
く
だ
さ
い

所
得
税
芳

期
分
の
予
定
数

税
制
酬
は
、
七
万

一
割
か
ら
七
月

一
一
一
!
?
…
お
ま
で

の
開
問
に
始
閉
め
て

い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・旬開月一一一十…

お
ま
ぜ
mw
級制期

限
に
返
れ
ま
す

と
八
月
一
良
か

ら
八
月
一
一
一
十
一

段
ま
明
、
の
期
間

法
、
付
将
棋
伊
一
一
燃

の
制
間
合
で
怒
川
抑

制
棋
が
か
か
り
唱

さ
ら
に
納
税
げ
か

怒
れ
ま
す
と
九

月
一
日
か
ら
は

延
滞
談
内
枯
れ
品
伊

図
持
酬
に
な
り
ま

一
六
月
七
日

2
2
2
2説

会
一

i
i
i
i
i
j

，、，
t
f
E、，
r，、
5
2
5
3
1
1
1
t
3
2
4
3、l
'
t
'

次
の
と
ね
与
で
す

U

州
出
古
川
同
引
に
は
後
鉱
締
出
削
}
久
一
段
数
量
従
業
計
数
の
然
燃
や
そ

解
任
幽
摂
議
委
員
波
数
討
作
…
今
市
明
日
一
五
凶
、
後
菜
、
古
同
開
況
の
綾
城
需
別
駒
山
凶
を
紛
ら
か
に
す

戸
川
以
前
紛
れ
影
山
開
門
品
川

m義
一
一
郎
新
米
つ
九
七
七

l
一
る
も
の
む
、
い
わ
ば
日
本
の
産

山
搬
送
緩
出
町
太
郎
川
村
一
m
完
投
菜
、
小
泌
氏
校
本
町
一

see--

梁
の
悶
議
対
中
作
る
統
計
潟
支

也
前
同
信
協
措
闘
間
接
関
同
町
的
問
問
両
校
兵
三
i
ニ
ニ
然
松
山
内
紛
然
治
で
す
。

綴
鈴
木
和
夫
比
例
級
料
j

議
、
ゆ
叩
件
以
二
‘
五
二

O

災
犠
獄
こ
の
一
線
炎
か
ら
作
ら
れ
る
絞

村
総
務
閉
刀
，
M

駅
本
竹
縦
六
月
十
九
日
に
は
選
挙
管
制
服
札
制
同
跡
、
問
、
都
道
府
府
間
山
γ
中市町仇

ま
た
、
滋
一
M
争
時
首
開
明
一
姿
長
は
次
参
H

凡
で
後
燃
料
民
間
を
宙
環
出
向
し
ま
し
蜘
町
村
で
の
銭
前
政
策
-
泌
総
同
附

の

と

お

れ

ソ

で

す

。

た

総

栄

義

政

災

vh
醐
関
係
群
可
秀
弘
前
哨
附
宅
約
中
市
計
一
線
、
問
問
M
刷所

田
中
二
郎
労
一

J
コ一一一

t
ご
線
一
戸
一
一

O
八
六
!
七
世
品
録
臨
払
招
問
の
椴
討
川
・
地
方
向
X
付
金
の
柑
持

同

点

立

役

員

ま

た

‘

こ

の

談

会

に

新

釈

の

祭

な

ど

の

た

め

に

欠

く

こ

k
め

中
村
文
緩
布
位
二
、
間
六
ニ
ネ
州
刺
殺
掛
臨
め
泌
す
る
閣
官
墾
決
議
で
骨
な
い
総
本
的
な
資
料
k
し

品

問

符

緩

燃

が

災

お

さ

れ

ま

し

た

が

全

員

て

般

附

加

さ

れ

ま

す

。

沿
線
脱
税
の
滋
製
伎
を
ど
部
品

鈴
木
終
一
中
総
つ
む
八
二
宍
成
附
い
て
一
吋
決
怒
れ
ま
し
た
む
耐
性
い
た
だ
き
、
ど
協
力
く
だ
さ

i
一

無

続

問

波

数

得

引

い

l
b十

l
k間
州
、
い
し
必
ず
。

業

所

統

計

課

査

一

斉

に

七

月

一

お

か

ら

線
、
営
業
一
孫
、
品
臥
品
以
前
.
伸
偶
然

な
は
じ
め
.
開
小
学
校
‘
出
約
機

締
役
、
や
特
例
に
い
た
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
綴
郊
の
事
業
一
伐
に
つ

い
て
‘
緩
替
相
和
総
本
畿
内
容

や
従
業
者
数
な
ど
を
約
ベ
綿
滋

出
削
除
、
市
区
町
村
ど
主
の
事
淡

持
制
緩
時
前
統
計
局
で
は
、
七
月

nH
か
ら
金
問
い
っ
せ
い
に
家

殺
開
閉
絞
…
時
制
約
資
を
行
な
い
ま

す。
こ
の
調
査
は
、
側
関
務
総
資
と

な
ら
ぷ
悶
の
も
っ
と
も
泳
中

な
統
計
認
笠
で
、
事
務
所
、

す
。
約
銀
総
ま
で
に
必
わ
ず
約

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
校
、
徳
利
な
絞
替
続

税
丹
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

制
制
度
は
ガ
ス
や
電
気
批
判
め
務
総

払
い
と
隙
同
じ
よ
う
に
銭
円
校
、
総

蹴

m
A
脱
線
、
同
闘
用
材
料
合
、
品
政
策
協

関
門
的
離
合
な
ど
の
踊
制
点
世
間
M

府
間
か
ら

怒
替
に
よ
っ
て
総
数
ず
る
方
訟

で
す
。
こ
の
方
法
を
k
れ
ば
滋

ゑ
の
納
付
惑
が
義
務
嬰
か
ら
品
納

税
務
的
務
浴
し
た
銀
行
等
に
蕊

接
送
ら
れ
、
繍
別
A
M
U
-
滋
か
ら
自

動
的
出
に
的
制
秘
さ
れ
る
と
と
に
な

告
ま
す
か
ら
‘
お
ざ
わ
古
制
蹴
行

苧
絞
殺
器
内
出
向
か
な
く
て
も

滋樹
m
v
h
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
o

C
の
制
制
緩
を
利
附
し
た

い
方
沖
仙
、
吋
紛
糾
れ
れ
川
地
地
付
欽
師
純

明
白
」
「
預
金
日
感
桜
検
品
開
制
納

得
い
宏
、
銀
行
か
ま
た
は
総
務

規
制
に
俄
脱
出
向
し
て
い
た
だ
く
こ
と

町の入悶
i明事144年5jj31ね浅草E

618 

3奇 19，401人数Jl比 85入場

女 19.940人グ 78グ

昔t39，347人グ 163ゲ

金策委主事.659tu:帯グ 'j7tu:jlfli'l

5}] の人口車1t~ぷ

男女言i

f詩集 34人 23人 57入

率五入 158人 167人 325人

死亡 事入 品人 15人

転出 98人 10長人 204人

に
な
哲
ま
す
。
七
月
の
予
笈
仙
制

裁
か
ら
ぜ
ひ
利
期
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
災
害

な
ど
め
た
め
、
今
総
e

的
税
金
が

遜
知
さ
れ
た
予
出
品
数
税
制
例
よ
り

少
な
く
な
る
と
時
見
込
ま
れ
る
人

は
減
級
車
務
令
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
絞
殺
階
・
績
を
し
よ
う

と
す
る
人
減
、
予
後
納
税
銭
丹

波
領
事
詩
設
を
い
も
月
十
気
持
ま

で
に
税
務
容
に
提
出
向
し
て
く
だ

さ
い
0

・m統
一
番
出
足
総
は
税
枕
間

層帯に闘

mぷ
し
て
あ
h
J
ま
す
。

〈
わ
し
く
は
総
統
W
W
引
に
ど
抑
制

漆
く
だ
さ
い
。

《添い通報少丈泣い損害〉

火災救急は……H ・H ・-・・ 1I 9~寄

布佐地区の火災は…21t 0喜子

緩しゃのI時は H ・H ・

.........(0471)82-01 1 9番へ

我孫子務総局が殺害義務事去しましすよ

務自在燃は去る吾丹品詞tとL竣工式を行ないましたが、でヶP47-2地予告に

ヨ:終4.300万内を主党t(鉄長章二隊主主1，290.1)完成した。



住
民
健

4
M吋一

係
年
笑
捺
し
て
お
り
ま
す
伎

↑
民
俗
淡
路
吋
泌
を
本
年
も
匂
月
七

…
白
か
ら
七
月
十
八
円
ロ
ま
で
ス
十

仔
烈
カ
衝
で
行
な
い
ま
す
ο

発
と
の
州
開
康
診
践
を
受
け
る
人

材
料
凶
弘
、
学
校
本
幾
隊
等
で
緩
鎖
的

ー日
月
時
限
附
隅
診
滋
を
受
け
て
い
る
方
乳

け
幼
川
品
等
合
除
い
た
余
ぬ
が
対
象

付
穏
で
す
。

術
品
問
前
叫
削
は
時
制
裁

ν
ン
ト
ゲ

y
検

」
1

t

認
で
す
。
結
核
は
銀
総
の
向
上

一
医
学
の
品
川
淡
な
進
歩
、
品
川
献
増
設

一
及
品
ぽ
遂
に
よ
ち
滅
亡
率
は
絞
h
y

一
し
つ
ウ
あ
り
ま
す
。

一
し
か
し
死
亡
率
が
淡
少
し
た

一
か
ら
と
い
っ
て
出
品
必
は
で
き
ま

せ
ん
お
斡
制
緩
は
伝
染
紛
で
令
指
与

し
か
も
蹴
問
状
が
相
当
惑
ん
で
も

C

終
昨
問
状
の
倒
闘
が

φ
く
、
治
療
は

F

材
料
制
削
側
関
を
要
し
、
ま
た
社
会
後

1

伺却も
A
M
微
に
は
で
き
ま
杖
ん
m
り

あ
マ
、
こ
の
掛
照
会
を
ぜ
ひ
割
引
脱
出
し

て
淡
い
て
持
結
核
浪
弘
樹
仰
い
協
力
し

刺
殺
て
く
だ
さ
い
。

;
;
レ

γ
ト
ゲ
シ
担
問
削
w
i
z宮

下
訴
を
つ
け
た
ま
ま
受
け
ら

診
断
実
施

病
気
の
早
期
発
見
を
目
標

ー 一一一一ゐ広

環

境

諮
滋

北

京

叩

佐

泌

総

を

対

象

実

施

協
和
問
十
回
悶
年
淀
川
毅
準
環
境

衛
伎
淡
槻
部
門
際
的
、
協
院
外
w

を

次
mり
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
総
μ

一
つ
で
も
お
恥
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
消
惑
の
臨
時
は
次

の
事
に
持
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

明

mw

戸
口
を
一
カ
一
般
だ
け
問
問
け

潟
て
仙
聞
は
開
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

鮒
円
二
枇
捕
の
総
綴
は
入
口
一
カ

国
間
際
だ
け
あ
け
肋
鳩
山
M

閉
め
て
く

測

だ

さ

い

o
v

川
明
品
切
火
気
料
織
は
使
用
し
な
い
℃

一
く
だ
さ
い
。

一
@
後
出
口
町
小
鳥
、
金
品
開
な
ど

一
は
窓
外
に
似
し
て
く
だ
さ
い

↑
め
協
議
後
、
品
抑
制
剤
を
あ
げ
る

れ
ま
す
が
‘
総
に
金
共
や
ポ
F

Y
の
な
い
も
母
安
品
川
M
閑
却
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
上
部
都
は
ず
ぐ

脱
げ
る
も
の
な
双
浴
し
て
く
必

5
、。

ー
し

検
診
の
品
料
館
拭
齢
制
副
知
昨
吋
に
紛
い

た
れ
ツ
、
疑
問
桝
に
匁
わ
れ
る
方
に

は
、
‘
終
復
交
け
ら
れ
る
よ
う
通

知
し
ま
す
。

犯
罪
の
・
な
い
明
る
い

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

抑
仏
述
の
社
会
か
ら
、
仲
間
気
と

貫
之
、
と
殺
界
を
な
く
す
と
k
が

で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
仲
間
み

よ
い
殺
の
中
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
k
J
O

閉
山
氏
唱
す
べ
て
が
、
犯
拙
押
め

予
防
主
和
見
出
持
品
引
の
災
一
止
に
凋
怖
い

閉
関
心
な
も
ち
.
み
ん
な
の
カ
を

合
わ
せ
て
制
部
第
の
な
い
開
明
る
い

紙
会
合
作
ろ
う
と
い
う
「
科
会

を
間
切
る
く
す
る
巡
品
開
」
が
、
法

務
省
を
中
山
州
引
に
よ
っ
て
い
U
u
n
一

詩
か
ら
一
ニ
す
一
日
ま
で
袋
線
寄

れ
ま
す
。

伺
祐
部
縦
割
刊
の
方
々
は
、
日
夜
、

本
傘
に
し
て
滋
ち
を
犯
し
た
気

た
め
二
十
分
刑
制
伎
は
そ
の
ま

ま
お
開
閉
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
総
体
部
臨
践
的
・
中

に
は
入
ら
な
い
匂
く
だ
さ
い

@
験
制
作
淡
議
の
間
間
以
、
品
聞
に

フ
タ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

品
w
淡
泌
物
は
放
ち
は
ず
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

各
実
践
機
体
長
(
沢
村
代
〉
古

ん
ガ
に
は
該
に
激
励
剥
で
は
あ
り

ま
す
が
、
消
毒
の
燃
は
各
Mm
一長

さ
ん
方
k
渓
抑
制
を
主
り
滋
公
袋

内
な
ど
消
簿
作
惜
燃
が
丸
ム

1
.
R

に
滋
べ
る
よ
う
お
緩
い
い
た
し

ま
す
。

の
務
な
人
々
を
災
叫
礼
会
に
お
い

て
一
品
配
役
会
人
の
叫
隣
人
援
に
よ

る
窓
際
と
斜
か
い
協
力
の
況
に

社
会
人
主
開
問
機
的
生
前
を
さ
伎

な
が
ら
、
位
指
導
磁
絡
し
つ
つ
生

活
の
額
制
問
や
お
ら
ゆ
る
身
上
総

淡
に
舟
っ
て
、
ゴ
ロ
も
早
く
市
潟

市
況
し
た
ね
会
袋
持
制
が
℃
き
る
よ

う
努
力
し
て
お
ち
ま
す
。

鳳
恥
近
“
青
少
年
の
安
行
の
嗣
問

問
押
け
か
描
唱
和
却
し
て
お
号
、
ま
た
‘

非
行
衰
の
年
令
が
だ
ん
だ
ん
経

く
な
り
‘
商
蹴
伐
に
な
っ
て
ま
い

れ
ソ
ま
し
た
。
家
践
を
切
る
く
し

地
総
会
絞
み
よ
く
し
、
阪
泌
を

附
開
制
崩
に
し
、
む
た
く
し
た
も
の

魚
料
開
縦
波
を
き
れ
い
に
し
て
将

来
あ
る
清
少
年
を
惑
の
滋
へ
ふ

否定事室日話若診康H ~ 住み
込
ま
な
い
よ
う
お
交
い
注
寂

し
あ
い
経
洋
の
な
い
開
明
る
い
住

み
よ
い
附
円
安
つ
く
り
ま
し
ょ

う。

山
川
伸
し
い

一
昭
和
燃
す
州
問
和
十
沙
一
一
冊
目
申
比
例
叫

…
町
総
会
内
仙
、
六
m
月
二
十
七
日
か
…

一
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
‘
七
汚
か
一

r
、
ら
の
町
議
会
に
つ
い
て
お
知
ら
一

…
，
L
Z

殺

し

ま

す

。

…

…

議

七

月

五

か

ら

官

ま

で

は

一

一
行
ザ
代
表
笈
閥
、
一
鮫
祭
間
大
糊
桝
一

伊

掛

詰

で

す

o
f
a
司
六
段
と
休
…

一
仰
い
会
し
て
じ
段
、
八
日
の
縦
院
は
一

一

定

2
2
2
2
2行
な
わ
一

…

で

れ

‘

九

日

本

会

議

長

終

豆

一

山
、
主
な
っ
て
い
ま
す
e

a

一

ま

町

の

き

で

は

ど

の

よ

よ

一

“
口
一
門
的
閣
を
審
議
し
て
い
る
の
か
一
恥

5

2言
方
は
ど
芸
が
な
い
…

一
お
バ
と
関
山
わ
れ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
わ
れ
…

↑

η
I
わ
れ
が
住
ん
を
い
る
一
妥
身
近
山

な
町
級
品
目
を
傍
防
相
し
て
、
町
政
一

一
と
は
ど
う
い
う
も
の
が
見
て
い
…

一

た

ち

ぎ

た

い

K
縫
い
ま
す
。
一

市
此
に
よ
れ
ソ
次
の
土
柏
崎
に
必
ち
入

る
uu
遜
知
が
あ
ち
ま
し
た
り
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

A
V
4
品
ち
入
ろ
う
と
す
る
n
H
時

岡
山
刊
糊
悶
十
間
同
年
ム
ハ
バ
十
一
九
日

か
ら
総
務
川
悶
十
減
税
e

コ
一
月
一
ニ
ト

一
良
ま
で

。
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
嬢
際

我
係
子
附
門
火
中
級
奈
主
人
陀

ム
口
、
宇
耀
A
.

大
学
官
叩
仏
学
北
大

令

r

ゴ
ミ
の
容
器
は
ポ
ワ
バ
ケ
ツ
を

ヅ
ミ
の
怒
川
創
刊
収
銀
は
側
聞
和
コ
一
発
奴
仰
に
も
な
り
ま
す
。

十
八
年
か
ら
行
な
む
れ
て
い
ま
ま
た
品
開
却
処
分
で
診
る
か

す
が
、
最
近
拘
制
慾
さ
れ
て
い
る
ど
う
か
お
綴
も
滋
べ
な
け
れ
ば
い

務
畿
に
入
れ
ず
に
、
紙
袋
や
F

な
ら
ず
、
鼠
談
後
添
も
低
下
し

y
ポ
i
片
抑
制
に
入
れ
た
も
の
が
ま
ず
。
ヅ
ミ
ば
ポ
り
パ
ケ
ツ
を

多
く
な
号
ま
し
た
。
必
ず
ど
持
税
関
州
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
預
貯
部
総
然
上
近
一
波

A
V
土
地
立
入
総
本
品

迷
惑
に
も
な
争
、
妓
や
ハ
品
り
お
本
附
闘
士
官
何
日
滋
千
議
欽
滋
管

調
品
内
問
長
か
ら
み
ふ
地
収
用
訟
の
燦

原
ヘ

キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う

お
僚
の
、
汲
ん
だ
冷
却
見
の
山
中
で

集
約
す
る
惑
は
、
的
払
ょ
た
ち
俗
化

さ
れ
た
絃
に
生
民
的
す
る
も
の
に

と
っ
て
伸
料
金
慾
れ
え
ぬ
怒
い
自

に
な
り
、
ま
た
、
間
出
品
拝
金
約
に

よ
り
災
絞
惑
が
噛
H
淡
怒
れ
か
っ

m
n
H
へ
の
然
カ
を
養
っ
て
い
た

M
'

い
こ
う
と
つ
ぎ
の
と
お
与
キ
ャ

y
プ
教
室
を
計
磁
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
お
一
人
で
も
淡
後
述

れ
で
も
お
気
絡
に
ど
参
加
く
だ

さ
い
。な

お
‘

ζ

の
キ
ャ
ン
プ
品
組
問
拠

は
放
孫
子
釘
数
資
ハ
会
長
会
と
総

ケ
お
蜘
町
教
育
委
気
合
的
共
様
で

す。拠
開
混
入
丹
念
日
午
後
十
時
防

見知

t
八
月
十
お
ま
で

関
山
雄
総
灘
間
科
官
同
露
関
欽
掛
町
一
の

僚
や
十
ン
プ
場

会
鍵
一
一
4
1
m
ハ
交
通
夜
、
綴

刷
出
費
.
味
同
協
獄
後
〉

背
骨
祭
人
闘
践
と
十
名

察
知
資
時
惜
駒
内
山
内
に
在
住
、
総

品
問
、
骨
化
移
め
も
の

安
滋
内
拭
切
パ
兵

衛
・
し
込
み
先

b
u
n
月
三
十
日

n
n

ま
で
に
我
係
予
防
教
育
委

肉
料
品
別
‘
伊
世
話
耐
で
山
中
し
込
み

く
だ
事
い
。
〔
会
裁
は
淡

E
納
入
」

な
お
、
日
閥
剛
口
"
の
受
付

は
冷
車
A
A
公
民
館
へ

間
い
会
せ
我
時
伸
子
八
二
!
一

一
五
…
番
品
税
制
阿
波
円
以
会

校
A
出品都府
H
務
ま
で

先
務
総
で
す
の
で
お
学

め
に
市
申
し
込
み
く
だ
さ
い

マ
育
児
相
談

今
月
の
育
児
相
相
談
は
次
町
一
日

間
刊
で
行
な
い
ま
す
。

会
場
調
間
社
セ

γ
タ
i

〔
間
後

務
庁
舎
)
七
月
二
十
二
昌

二
十
三
認
の
両
日

該
当
者
我
孫
子
治
区
緩
和
側

十
一
一
一
年
八
月
然
、
間
m
初
回

十
緩
和
十
一
月
余
の
ふ
A

昨
吋
開
問
午
約
十
昨
吋
か
ら
十
二
臨
吋

午
後
一
時
時
か
ら
一
一
…
終
ま
で

で
す
。

な
わ
相
、
綴
絞
り
擦
は
母
子
学

帽
艇
を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。
P

揃
隅
北
、
議
佐
治
阪
は
八
月
に

行
な
い
ま
す
の
で
ど
了
承
綴
い

ま
す
。
ま
た
、
日
後
に
つ
い
て

は
次
努
に
給
品
聴
い
た
し
ま
す
。

鹸
轍
狩
端
部
議
問
閥
会

mm
恥
朝
関
十
凶
年
度
凶
付
制
問
畿
地
調

会
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

の
で
、
臨
時
縁
者
お
よ
び
初
心
者
向

で
受
議
議
問
織
の
方
は
役
務
後
件
仲
間

総
工
務
へ
申
し
込
み
く
だ
き
い
間

南

申

し

込

み

方

法

叩

l
六ん
γ

悶
月
以
市
内
に
問
問
臨
即
し
た
一
此
司

船
側
、
無
線
ふ
半
身
、
ラ

f
カ
同

般
的
世
相
イ
浜
、
印
椴
鶴
間

2
学
後
料
は
拡
粧
品
眠
品
れ
が
州
問
。
。
町

田
H

‘
初
心
事
明
記
伊
七

o
o
n

同

3
中
執
削
老
は
品
以
林
湘
開
γ
ム
調
印
に
問
問
的

意

し

て

ふ

れ

ツ

ま

す

。

町

議
晴
樹
日
開
慨

E

I
初
心
者
は
九
月
附
悶
日
八
時
吋
i
何

十
必
勝
一
一
十
五
分
ま
で
、
松
市
明

市

民

会

的

臨

時

2
緩
験
者
は
人
約
刀
流
臼
七
也
吋
一
一
一
間

十
分

t十
一
一
昨
吋
開
悶
十
分
ま
で
、
間

我
孫
子
知
町
ム
中
央
公
民
怨
唖

@
蜘
尚
衛
官
募
銭

白
同
事
問
隊
で
は
次
の
と
お
り
自

榔閉山
Hι
ゲ
応
募
集
し
で
い
ま
す
。

。
試
験
強
時
行
な
っ
て
い
ま

す
さ
〈
勤
務
上
、
土
、

H
H
綴

w

nに
受
払
慨
を
希
線
ず
る
方
は
時

事
総
w
h

巡崎市f
く
だ
さ
い
V

E

O
申
し
込
み
ト
八
歳

t
二
十
四

終
ま
で
の
男
子
。
希
縫
煮
は

後
同
明
総
務
後
へ
ゆ
し
山
両
て
く

と
き
い
υ
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